
j雪関号

人口 248，17望人

歯車事 83，861被害替

(平成 3年 9月 1B現夜)

日
常
生
活
一
の
中
で
今
、
だ
れ
に

で
も
手
軽
に
で
き
る
健
由
民
づ
く
り

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
と
で
、

門
口
ご
ろ
健
康
に
つ
い
て
あ
ま
り
考

え
た
こ
と
の
な
い
あ
な
た
に
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
健
康
や
体
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し

一
九
鍵
療
の
維
持
と
増
進
に
役
立

て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

会
場
内
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
、
ま
た
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
楽
し
い
ニ
ュ
l
ス
ポ
ー
ツ
の

紹
介
や
各
積
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
剣

道
の
衝
の
早
打
ち
な
ど
に
よ
る
ギ

ネ
ス
に
挑
戦
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
西
川
大

輪
選
手
の
模
範
演
技
な
ど
、
楽
し

い
企
冨
が
い
っ
ぱ
い
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
た
め
の
各
種
健
康
相
相
談
や

緩
一
示
コ
ー
ナ
ー
、
血
圧
澱
淳
、
血

糖
検
査
、
ア
ル
コ
ー
ル
体
質
判
定

テ
ス
ト
な
ど
、
健
康
増
進
に
役
立

つ
コ
ー
ナ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
お
腹
そ
い
っ
ぱ
い

に
し
て
く
れ
る
模
擬
厨
・
販
売
コ

ー
ナ
ー
が
間
開
設
さ
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
に
は
、
「
鳥
人
戦
隊

ジ
ェ
ッ
ト
マ
ン
シ
ョ
l
」
や
フ
ア

ブ
ア
ラ
ン
ド
が
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
人
も
子
供
も

一
日
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
自
白
押
し
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
近
涜
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
お
お
掛
U
り
く
だ
さ

し
な
お
、
当
日
は
駐
車
場
が
少
な

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
パ
ス
や
自

転
車
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
運
動

靴
も
、
必
9
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

。 o。。

「
き
て
見
て
参
加
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
鍵
濠
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
「
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
羽
」
が
、
日
μ
月
初
日
(
日
)
午
前
九
時
か
ら

午
後
一
一
一
時
ま
で
総
合
公
開
閉
で
同
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平安憲章義援護霊ほか

①ゴルフクリニック(インストラクターによるゴルフ指導) ②テニスクリニッ

ク(テニスコート) ③水泳教室主(初心者指導@体育館ブール〕 ③弓道教室(弓

道場) ③ゲートボール大会(平塚のはらつば) ⑤フォークダンス (9: 50~10 
15) ⑦一輪車乗り教室 ③レクリヱーションリレー(14: 30~ 15 : 00)⑨ウル

トラクイズ(l3: 叩~-14 : 00) ⑮ギネスに挑戦(野球マシンに勝てるか、剣

道の面の早打ち、遠投 10 : 15~12 . 00) ③グランドゴルフ (10: 15~12 . 00) 

⑫体験スキューパダイビング(プール) @親子ウオークラリー(公鐙内10

00~12 : 00) ⑧ミニ機関車試乗会(平塚のはらっば〉 ⑬鳥人戦隊ジェットマ

ン ショー(野外ステージ12 ∞、 14: 30) ⑬フアフアランド(平塚のはらっば)

。レフリエーシ:3

主お会いの広重量麹辺

([飲食コーナー(うどん、そば、弁当、やきとり、

おしるこ、おでんの販売) ②売活コーナー(弁当、

ジュース、りんご、バナナ、みかん) ⑤模擬応(綿

がし、ヨーヨーつり、ポップコーン) ④スポーツ

淘品幾示販売コーナー

①奨と健康コーナー(毛髪診断〉 ②はり・きゅう a マッサージ相談と実技 ③ 

アルコール体質判定テスト ③一般歯科紹談 ⑤栄養相談コーナー ⑥食品衛生

相談 ⑦健康相談(身体調日定、血圧総定、尿検査、鹿糠検査、成人病格談、がん

相談) ③救急蘇生法講習会 @健康体損(罵乙り、腰痛体操の実技) ⑬リズ

ムにのってイキイキ体操(ストレッチ体操、リズム体操、ヨガ等 野外ステージ)

⑪心の健康栂談 ⑫献血 ⑬結核検診 ⑬索出検査③漢方薬・民間薬展示相談

⑬党議剤乱用防止コーナー ⑫ママの会食生活コーナー ⑬がんご予防援 ⑧ピル

衛生の予防と対策コーナー ⑫浄化構穏談

新体操演技発表(10:30~) 体操競技 (13: OO~) 

・東京女子体育大学新体操部 ・臼本大学体操部

・市内中学校新体操部 ・専修大学体操部

・ジュニア新体操教室 ・市内中学校体操部

残111大輔選手(沼大〕が演技を披童書。また、難易度

の高い演技の説明や基本技の紹介とポイントなどを

わかりやすく説明する
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九
月
二
日
か
ら
由
開
会
さ
れ
て
い
た
九
月
定
例
市
議
会
は
、
二
十
五
日
審
議
を
終
え
開
閉
会
し

た
。
今
議
会
は
、
一
般
会
計
補
注
予
算
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
往
時
拍
車
訓
示
に
つ
い
て
な
ど

二
十
二
議
案
が
捻
築
さ
れ
、
饗
議
の
結
闘
穴
京
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
空
席
だ
っ
た
湯

弁
紡
役
の
後
任
に
、
松
田
一
郎
氏
の
滋
任
が
議
終
日
に
提
案
さ
れ
震
認
さ
れ
た
。

氏鶴田山総投効

@
変
資
自
立
月
1
日
(
金
)

・
変
更
区
域
渋
白
川
、
鈴
…

挟
ま
れ
た
中
山
田
上
宿
@
中
原
十

地
区
(
頭
説
慣
刊
七

8
鈴
、
約
一

五
十
世
帯
)

平
塚
七
夕
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
マ
優
秀
銭
高
木
光
江
(
藤
沢

i
ル
の
審
査
が
一
付
わ
れ
、
応
募
一
市
)
、
高
橋
幸
雄
(
八
王
子
市
〉
、

千
二
百
八
十
六
点
の
中
か
ら
、
伝
山
中
正
義
(
棺
模
原
市
)

統
約
な
七
夕
…
鋭
り
の
中
に
、
洛
衣
マ
特
選
芝
向
次
郎
事
青
木
定

刻
姿
と
ジ
ー
ン
ズ
姿
の
現
代
的
な
田
マ
飯
田
一
雄
・
石
井
俊
夫
(
横

山
川
酎
女
性
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
う
ま
浜
市
)
、
関
本
高
明
(
南
原
)
、
奥

孟

く

表

現

し

た

斉

藤

健

費

量

裏

(

狭

山

夜

、

雲

雪

@

練
れ
沼
)
の
作
品
「
後
姿
一
二
人
娘
」
が
木
村
浩
一
…
一
(
藤
沢
市
)
、
角
谷
光

帯
四
蹴
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
な
お
、
そ
夫
(
代
宮
町
)
、
綿
谷
清
彦
(
浅

鵬
輔
の
ほ
か
に
入
賞
さ
れ
た
表
方
々
間
町
)

最
曹
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)
{
フ
ァ
ミ
リ

i
の糊剛山

{

一

殺

の

務

}

マ

推

薦

出

口

武

広

(

茅

ケ

崎

一

市

)

重曹483務

く〉保健綴 ………………"....…2名
。昭和40年 4月 2日以障に生まれたHで、保健婦

の資格のある方、または平成 4年 3Hに原生大

症の指定する保健婦養成所を卒業する資格取得

見込みの方。

く〉然王寺 吟・ M ・o・9・…… a岳 写 包 H ・H ・若手名

@昭和44年 41-]2日以降に生まれたHで、保母の

資格のある刀、または短期六学及び庫生大自の

指定する悔持護成施設を平成 4年 3月に卒業す

る資格取得見込みの方。

く〉鎖沫様変授言語
司 g召有142年 4f9 2臼以降に主主まれた jjで、

遊技喜需の資格のある方、または、厚生大臣の指

定する養成施設を平成 4公 3Hfこ卒業 fる資格

取得見込みの方。

平 成 4年 1尽から児童手当f倒産が改正される。

今回の改正は、出生さまfの低下や児童護育時の経横

魚担増を考趨し、支給対象を 1人自の児重量(平成

3年 1汚 2臼以降に出生)からに、また支給期間

は 3歳未満までとしている。新たに支給の対象と

なるプヲは申講の手続ぎを。

⑨受付開始日 11月 1臼(金)

g 場所児童課 児 童 係

a 持ってくる 物 印 鑑

世主な改亙点

。写重量華繍護主主義@労務作業員 ……υ 若干名
・8召不1132年 4月 2白 か ら 昭 和49年 4月 1臼までの

簡に生まれたカで、中学校以 上 を 車 業 し た 健 康

な女子。(市民病続と保育園に勤務)

く〉溝手善②土木公麹毒事作業績 …・・数名
僧昭和32年 4月 2日から昭和的年 4汚 1臼までの

飼に生まれた方で、中学校以 と を 卒 業 し た 健 鹿

な弟子。

申込書〈市職員課にある)を、

23臼(ホ〕までに、職員課へ本人が蔦療

。問い合わせ職員課人事係{内線321)

第 1子

第 2子

3 

古車葦i晶捲霊童

うすでに 2人告以降の児童に対して手当を受けて

いる方の支給期間は、段階的に改正される。

修平成 4年 1R~12月 5歳になるまで支給

ノ') 5年 1月-.....12月 4歳刀

ノノ 6年以降 3歳 n 
淡なお、支給については所得制限があるので、詳

しくは児童課児童部(内線216)にお尋ねそ。

布
陣
郎
総
談
窓
お

j
一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一
一

(
火
)
、
日
月
5
日
(
火
)
、

。
一
般
法
措
相
談
山
月
日
即
日
(
本
)
、
回
目
(
水
)
、
却
自
(
水
)
、

日
月
6
日
(
本
)
、
日
B
(水
)

予
約
制
(
理
詰
で
も
可
)
、
日
時
3
日
時

。
畳
間
晶
、
供
託
、
謝
懇
相
談
日
月
8
日
(
金
)
、
日
時
i
四
時

。
一
離
市
民
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
e

祝
日
・
第
2
・
窮
4
土
曜
は
除
く
)

。
調
礎
実
晶
棺
談
同
月
四
日
(
金
)
、
時
日
(
金
)
、

日
月
1
日
(
金
)
、
8
日
(
金
)
、
9
時
3
日
時

。
下
髄
取
引
相
畿
四
月
日
目
(
木
)
、
日
時
加
分
S
M時

〈
〉
性
宅
相
談
(
新
築
補
棒
な
ど
)
叩
月
日
日
(
火
)
、
日
時
3
日
時

。
意
向
間
拝
金
糖
韓
日
月
H
B
(木
)
、
日
時
3
日
時

を
榔
鰐
少
一
年
制
制
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
災

j
七
三
一

丹
r
、
，
金
曜
B
9
時
ri
、J

同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

や
州
憎
み
ご
と
は

M

ヤ
ン
ゲ
テ
レ
ホ
ン
。
お

j
e七
八
一
一
一
。

月
t
、J土
韓
日
9
時
1
日
時
間
分

議

制

粧

品

義

的

ω
j
二
一
一
一
一
一
一
三

。
、
也
統
ご
と
相
離
毎
週
月
瞳
呂
、
日
時
3
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
揖
鍛
毎
週
月
，
、
金
瞳
田
、
9
時
1
四
時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

。
締
播
崎
明
銃
一
時
週
日
曜
日
、
四
時
3
日
時

(第
3
日
間
曜
日
を
除
く
)

。
需
ヰ
J

報
酬
蹴
毎
趨
丹
，
、
，
金
曜
日
、
9
時
1
同
時

。
離
緯
認
識
椙
総
轄
均
四
月
5
金
曜
日
、
9
時
5
M四時

。
高
齢
者
職
難
措
綾
毎
週
月
5
金
曜
日
、
9
時
却
4N1国
時

(
土
曜
告
は
同
時
ま
で
、
第
2
・
第
4

土
闘
曜
日
を
結
く
)

。
鱒
人
輸
綴
↑
糧
問
削
欝
3
木
理
由
、
四
時
itu時



重寵483轡

広
報
課
で
は
、
観
光
パ
ス
で
市

内
の
各
施
設
を
巡
る
施
設
見
学
会

を品開く。
AAvgは
、
深
ま
り
ゆ
く
平
一
環
の

秋
を
車
窓
か
ら
銚
ゐ
な
が
ら
、
今

年
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
を
主
に
見

学
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
島
T
貫
は

お
沼
市
内
の
小
学
校
で
山
山
さ
れ
る

給
食
を
試
食
し
て
み
る
。
ご
参
加

を。中
期
目
立
月
沼
田
(
火
)

@
集
合
市
役
所
前
向
珂
ホ
ー
ル
午

前
8
待
必
分

マ
コ
ー
ス
市
役
所
(
午
前
9

時
)
〈
!
平
塚
薬
問
問
ホ
ー
ム
1
機
内

子
ど
も
の
家
1
北
部
学
校
給
食
共

肉
親
閣
呂
場
〈
昼
食
〉

1
美
術
館

1

遠
藤
涼
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

i
巾
役
所
(
午
後
4
時
日
分
)

マ
定
員
時
人
〈
先
着
騎
〉

マ
持
っ
て
く
る
物
隣
及
、
昼
食

代
夜
九
十
円

参
加
を
雲
噂
さ
れ
る
方
は
、
は

が
き
に
参
加
さ
れ
る
方
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
重
喜

一
記
入
の
う
て
兄
、
平
協
平
塚
市
浅
間

跨
9
1
1
1
平
塚
市
/
食
前
広
報
課

(
市
内
線
工
一
一
回
)
ヘ
。

n 幾主畠大野支所

ノノ ;神密公民館

ノ四之宮公民館

ノ横 内公民諮

問守 OO~12 : 00 I関崎公民館

19 : OO~21 00 I大神公民宣宮

ノノ |金出公民館

n 豊田公民館

10 00--12: 00 i吉沢公民館

19: 0ト 21 OOli刷、体育館

10 : 00--12 : 00 I金呂公民館

19 00--21: 00 iみずほ小体育館

ノノ i中原公民館

怒讃 広報襲撃広草書係

く〉羽汚 15羽{火}

.10時~12時 富富士見公総重富

.19時~21時 事富士見公民童書

く>1OJ'! 23~ヨ{主主〉
省 10時 -12時騨議公E悪童富

叩 19時へ 21時 長繁華毒公民童室。1器局3013(主主〉
.14時~16時松露事公民館



〈ヰ〉

「
位
欄
臓
に
つ
い
て
罰
!
イ
」
ド
キ
ド
キ
不
安
縄
問

主事裁 3ま手守 O~弓守 58v-

コ二

4 
7ミ

市
内
の
小
学
校
で
は
、
秋
の
大

運
委
下
山
が
盛
大
に
同
開
催
さ
れ
ま
し

一ア」

07
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
徒
競
走
、
畑

一
主
転
が
し
リ
レ
1
、
組
み
立
て
体
勃

様
、
紅
釘
対
抗
リ
レ
E

な
ど
い
ろ
部

い
ろ
な
競
技
が
組
み
込
ま
れ
て
い
以

ま

し

た

。

け

紅
白
対
抗
競
技
の
時
な
ど
は
、
輪

応
策
窃
に
ふ
ん
し
た
高
学
年
の
お
手

5
dん
お
姉
さ
ん
の
合
図
で
、
応
初

援
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
広
い

校
庭
に
子
供
た
ち
の
拍
手
と
声
援

が
響
き
わ
た
り
、
大
い
に
嬢
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
キ
持
っ
て
応
獲
に
き
た

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
、
元
気
に

競
技
を
し
て
い
る
子
供
の
婆
を
見

て
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

時
一

援

一
ツ
…

静

一

平
塚
市
ス
ポ
i
ツ
恥
興
財
団
で
一

は
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
楽
し
ん
一

で
も
ら
う
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
一

を
開
く
。
参
加
告
希
望
さ
れ
る
方
一

一
一
(
水
泳
教
室
の
み
、
往
復
は
が
き
一

軒
一
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
一

如
一
号
、
希
寝
泊
ク
ラ
ス
を
記
入
)
は
、
一

軒
一
向
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
(
平
塚
市
一

カ
一
見
約
町
お

1
・
電
話
お

j
O
一一

制一

O
一
一
)
に
お
申
し
込
み
を
。
一

品
一
{
中
級
ゴ
ル
フ
教
護
}
一

一

。

一

マ

日

担

問

一

す一

e
1
コ
ー
ス
江
月
5
臼
(
火
)
一

一E
3
8日
(
金
)
、

4
L
4
回

一

だ
て
2

コ

ー

ス

日

月

号

(

月

)

一

ス

ケ

ッ

ト

ボ

i
ル

て一

i
H
E
(木
)
、
全
4
回

一

げ

へ

一

揖

時

局

は

、

い

ず

れ

も

午

後

6

持

一

一

美

、

交

通

資

一

千

四

百

七

十

円

伊
一
拍
分
1
8時
部

分

一

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

日

比

約

台

体

丘
一
ヤ
会
場
湖
南
シ
ー
サ
イ
ド
カ
ン
一
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
寄
宇
権
大
会
と
パ
一
館
内
体
育
課
(
電
諾
出
!
=
δ
六

υ
一
ト
ソ
I
僕
楽
部
綴
建
場
一
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
臼
本
女
子
リ
l
一
(
)
)

マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
一
グ
戦
が
平
塚
総
合
体
育
鍛
で
一
関
か
一

勤
め
の
方
的
人
(
各
コ

l
是

正

る

。

一

市

民

総

合

体

育

人

)

先

着

順

一

昨

年

度

目

本

ソ

1
グ

優

勝

の

熊

一

大

会

の

結

果

マ
参
加
料
八
千
円
一
谷
制
服
(
男
子
)
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
一

マ
申
込
受
付
日
出
月
日
出
呂
(
ホ
)
一
粧
品
(
友
子
)
な
ど
、
日
本
の
ト
一
今
回
で
凶
十
践
を
数
え
た
市
民

午
前
8
時
刻
分
1

一
ッ
ブ
ク
ラ
ス
の
プ
レ
ー
が
楽
し
め
一
総
合
体
育
大
会
が
九
月
一
日
行
わ

{輪開
3
翻
ヱ
ア
ロ
ど
ク
ス
数
帯
一
}
一
る
。
ぜ
ひ
、
ご
観
戦
を
。
一
れ
、
金
百
が
昨
年
に
引
き
続
い
て

V
臼
穫
日
月
7
臼
1
U月
5
日
一
{
全
続
本
実
業
窃
パ
ス
ケ
y
ト
ポ
一
優
勝
し
、
敢
糊
闘
賞
に
は
昨
年
の
十

の
毎
週
木
濯
日
、
全

5
g

一
i
ル
議
李
権
大
会
}
一
一
山
位
か
ら
七
位
へ
と
綴
進
し
た
機

・
時
間
午
前
山
時
1
円
以
持
一
マ
期
日
間
山
河
辺
自
(
火
)it--M
一
内
が
遊
ば
れ
た
。
な
お
、
上
位
入

門
〉
会
場
平
塚
総
合
体
育
館
第
3
一

白

(

木

)

一

賞

し

た

地

区

は

次

の

と

お

り

。

体

重

…

金

量

習

量

3
降
、
一
審
議
参
加
幻
地
区

マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
一
幻
自
と
お
日
午
後
4
待
油
分
一
，
優
勝
金
呂
、

2
佼
旭
北
、

勤

め

の

女

性

初

人

(

先

着

服

)

一

マ

入

場

料

無

料

一

3
位
富
士
晃
、

4
位
地
一
問
、

茎
あ
料
三
千
五
百
内
一
門
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
滋
本
リ
i
一
5
位

中

滋

6
位
金
缶
、

7

7
申

込

受

付

ぬ

月

間

山

釘

(

ホ

)

一

グ

}

一

位

横

内

、

8
位

議

1
9
柿

午
前
8
時
ぬ
分
:
一
マ
期
段
初
月
刊
山
日
(
土
)
、
幻
一
花
水
、
初
位
官
民
土

{鏡
2
顕
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ
教
護
}
一
日
(
口
M
)

一
門
間
出
掛
仲
裁
緩
鯵
}

マ
B
穏
円
以
月
日
a
F
3
3
月
刊
日
日
一
マ
対
戦
カ
ー
ド
一
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
中

(
除
く
ロ
月
幻
臼
)
の
毎
週
金
曜
了
初
日
午
後
2
将
積
水
化
学
対
一
康
、
関
川
女
子
中
原
、
剣
道
関

臼

、

全

一

仙

沼

一

富

士

通

、

午

後

3
特
設
M

B
本
一
崎
、
射
撃
霊
官
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

明
日
時
間
午
後
6
持
お
分
1
7時
一
電
一
説
対
繋
官
製
作
一
附
一
港
、
軟
式
庭
球
花
水
、
柔
道

鈎

分

一

・

幻

臼

午

前

立

時

三

菱

電

機

対

一

機

内

、

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

金

臣

、

マ
会
場
平
塚
総
合
体
育
館
第
3
一
東
芝
、
午
後
0
符
ぬ
分
日
立
甲
一
卓
球
中
山
県
、
陸
上
競
技
金

体
育
祭
一
府
対
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
、
午
後
一
目
、
硬
式
テ
ニ
ス
横
内
、
パ
レ

マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
一

2
時
的
分
一
二
井
生
ム
立
戸
…

1
ボ
ー
ル
盟
問
子
A

城
島
、
周
忌

勤

め

の

万

羽

人

(

先

着

順

)

一

様

一

中

原

、

バ

レ

ー

ボ

!

ル

女

子

A

Z茄
料

六

千

円

一

マ

入

場

料

(
2
5券
)
智
一
一
金
呂
、
同
B

真
土

話
〈
〉
内
同
本
サ
ッ
カ
i
ソ
j
グ
ニ
務
公
式
戦

aw月
間
口
白
(
工
)
山
山
持

N
K
K
対
京
都
紫
光

υ

H

W

時
フ
ジ
タ
対
甲
府

八
〉
サ
ツ
カ
i
コ
ニ
カ
カ
ッ
プ
一
級
一
千
百
向
、
中
。

七
百
円
、
小
学
生
包
沼
田
リ

em月
お
臼
(
水
)
円
、
叫
吋
臼
産
自
動
車
対
東
日
本
一
す

〈
〉
口
同
本
社
会
人
ア
メ
フ
ト
リ
j
グ
戦
中
学
生
以
と
一

国
リ

絢日間口
3
B
(
臼
)
孔
昨
吋
キ
ヤ
ノ
ン
対
ラ
ン
グ
ラ
ー

か
ね
時
一
一
一
越
対
近
鉄

。
そ
の
外
の
大
会
(
入
場
{
田
市
開
)

-m向
付
加
包
(
白
)
9時
少
年
少
女
盤
上
競
技
教
室

。円以月
6
臼
(
水
)
日
時
平
塚
市
中
学
校
駅
伝
大
会

10月20B (臼)午後 1草寺喜男護費

市民センターホール

出演ーベドロ&カプジシャス

-ファン三党ジーマジック

・ジャック主主留とゴールドフィンガーズ

'大イ主中学校ブラスパンド部

県立平壕ろう学校和太鼓

平理市絞体障害者協会コーラス

援入場翻潟
-問い合わせ福祉総務課庶務係

もしび市民フェスディレ

Fl 3 臼{認)~予約10時~
i会公嬬平塚のはらっば

15fE1 '心身簿饗3堅議レクリヱーション大会

113産主 母(父)と子のつどい

千嶺し物}

ミニ運動会{ちびっ子競走、パン食い童茸ヌ在、車いす

タイムトライアル、視力障害者ミニマラソン}

手押りコーナー(竹縮工等)

模 擬f苫(親きそば、おでん、焼き鳥、フランク等)

ミニ SL、鼓笛酷損罪

駐車場が少ないので、車でのご来場はご遠慮を。



融

開

一

の

う

え

、

一

五

平

塚

市

見

附

町

お

志

議

議

一

千

内

(

前

売

り

一

千

五

百

円

)

、

思
各
地
区
の
公
民
絡
を
利
用
し
、
予
会
場

2
聖

書

一

i

時

ま

1

1

市

民

セ

ン

タ

ー

喜

子

マ

量

百

四

日

占

月

5
1
中
高
校
生
千
三
百
汚
(
平
一
ス
ポ

i
ツ
豪
華
歌

劇
ぷ
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
団
体
が
一
。
ぉ
褒
説
一
マ
会
場

1

一

一

一

一

一

一

一

五

)

へ

。

応

募

事

数

の

と

の

毎

週

火

咽

十

不

曜

日

、

全

6
回
一
円
)
、
小
学
生
以
下
は
無
料
一
八
月
@
九
月
に
行
わ
れ
作

一

喜

市

す

る

公

民

館

フ

ェ

ス

テ

一

員

臼

苦

言

(

日

)

ヲ

入

場

霊

券

各

公

民

館

で

配

一

言

建

@

富

午

後

7
ヤ

8
誌
分
一
言
事
総
合
議
室
事
務
了
ツ
大
会
の
結
果
。
(
襲
略
)

一
パ
ル
カ
、
中
主
民
館
を
会
場
一
守
会
場

3
階

和

室

一

布

し

て

い

る

一

l

i

l

i

-

-

V

A

広
場
平
塚
総
合
体
育
館
温
水
一
所
(
雲
お
二
ご
一
…
一
一
一
)
と
に
一
{
審
議
譲
説
室
球
大
会

一

に

時

計

は

フ

ェ

ス

テ

イ

パ

一

叩

週

三

唱

議

vy
百

九

百

官

官

)

一

一

般

職

の

冬

用

げ

れ

市

内

に

お

住

ま

い

ふ

ιス

ポ

ー

ツ

イ

発

売

中

一

軒

目

γ
河
川
総
合
体
喜

一
ル
の
十
呂
記
念
と
し
て
、
ソ
ブ
ヱ
マ
期
白
百
ぎ
(
土
)
午
後
一
寸
会
場
会
主
1
ル

一

事

務

服

を

一

奇

勤

め

ま

た

は

通

学

し

て

い

る

量

一

ゲ

i
ト

ホ

!

ル

一

@

優

勝

男

子

一

般

の

部

阿

久

宮

言

語

一

l

i

-

-

l

一
市
で
は
一

i冬

一

日

日

一

m
h
u

引
い
れ
ば

4
i
?
?ム

を

一

日

詩

的

)

一

時

一

ー

ト

が

予

定

さ

れ

て

い

る

。

喜

一

第

九

の

鑑

賞

者

を

募

集

一

事

震

を

十

五

年

振

り

に

i
j
i
f
i
l
l
-
-

マ

差

料

空

汚

一

嚢

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

実

行

委

…

思

議

以

ょ

の

部

堀

江

建

治

玄

室

。

一

一

し

た

。

一

ゐ

」

害

事

マ

申

込

震

背

音

豆

一

墨

田

で

は

、

初

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

大

…

(

山

下

)

、

問

初

心

者

富

山

。

合

開

発

雲

…

ロ

月

2
8市
民

セ

ン

タ

ー

3
0
0

で

一

平

塚

市

の

イ

メ

ー

ジ

ア

ッ

プ

と

一

語

整

会

館

必

Z
i重
一

言

参

加

チ

iム
を
募
集
す
る
。
一
言
(
一
一
書
)
、
女
子
一
般

マ
印
刷
日
立
月
8
5
(
金

)

ら

ぬ

一

一

一

富

山

と

の

ふ

れ

あ

い

を

蒸

調

に

、

一

4

マ
臼
程
立
月
一
言
(
土
)
i
M
一
マ
期
日
ロ
同
月
間
山
臼
(
日
)
午
前
…

A
の
部
関
野
サ
ヨ
子
(
大
磯

日
豆
、
お
司
(
金

)
i
u
日
一
神
奈
川
雲
術
祭
の
ブ
イ
ナ
!
一
「
交
響
曲
第
9
番
一
一
短
認
作
品
一
男
子
霊
長
笑
さ
と
信
頼
H

一

参

加

者

p

日
室
、

2
泊
3
5

一
8
マ

…

町

)

、

間

同

惑

の

部

金

自

麻

子

(

臼

)

一

レ

公

演

と

し

て

一

第

九

を

う

た

う

一

事

付

き

」

一

女

子

雲

「

優

し

さ

と

親

し

み

二

・

集

合

H
日
午
前
5
持
、
長
一
マ
会
場
総
合
八
翁
…
(
夕
揚
ケ
民
)
、
同
C
の

部

上

品

尚

午

前

9
器
マ
午
後
一
震
の
つ
ご
い
」
が
関
か
れ
る
一
マ
演
奏
者
指
揮
黒
岩
室
、
一
を
感
量
せ
る
も
の
を
テ

1
Z一
書

室

で

は

、

会

鐙

ま

つ

り

台

体

育

善

一

?

募

集

数

邸

チ

ー

ム

(

先

譲

二

原

美

智

子

(

湾

内

)

、

同

初

、

長

4
時
閉
山
分
一
が
、
当
日
会
場
で
鑑
賞
を
希
望
吉
一
管
弦
楽
神
奈
川
川
フ
ィ
ル
ハ
1
モ
一
選
定
さ
れ
た
。
一
(
十
一
月
十
九
日

1
十
二
月
二
合
唱
祭
会
一
月
一
守
富
山
セ
ン
…
三
百
場
北
海
道
札
幌
国
際
ス
キ
一
マ
チ
ー
ム
編
成
監
餐
1
入
、
乏
の
部
山
口
直
江
(
二
宮
町
)

マ
会
場

2
潜
市
良
ギ
ャ

3
1一
れ
柔
を
首
藁
す
る
。
一
一
一

1管
弦
楽
団
、
ソ
プ
ラ
ノ
岩
一
@
男
子
絞
襲
ブ
レ
ザ
ー
害
一
日
)
の
会
場
貫
主
要
I
ト

一

タ

i

)

に

出

雪

れ

る

喜

を

芝

i

場

(

予

定

)

一

手

5
入
、
補
欠
2
人

(

市

内

に

お

工
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菱
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、
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込
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翌
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叩
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…
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る

。

ぜ

一

障

害

者

手

緩

を
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(
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…
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生
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部

鈴

木

五

刊

行

三

幻
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駐
日
時
一

f
H
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一
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会
一
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F
j

一
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つ
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A
Z
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繁

一
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当

コ

ン

ク

i
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一

づ

て

一

一

マ

期

日

背

幻

自

(

臼

)

小

E
e優
勝
中
山
小
夜
子
(
大

一
申
し
込
み
は
日
付
月
9
臼

(

土

)

一

一

~
j
i
l
l
j
j
~

一

決

行

一

琴

、

小

谷

澄

校

(

大

神

)

綴

一
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
一
手
軽
に
つ
く
れ
、
ま
た
蒸
し
ま
一
月
例
マ
ラ
ソ
ン
大
会
議
さ
了
集
合
伊
勢
原
駅
午
前
9
時

一

警

麗

人

テ

ニ

ス

ト

i
ナ
メ

一
名
、
年
齢
、
議
謡
番
号
(
ゲ
l
h
一
れ
る
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
お
弁
一
れ
る
小
。
中
学
生
を
募
集
す
る
。
一
マ
コ
ー
ス
伊
勢
原
町
駅
向
ケ
丘
一
ン
ト
大
議
}
9同
月
初
日
、
桃
浜
一
躍

一
ボ
ー
ル
は
5
人
1
組
、
囲
碁
将
一
主
主
食
は
ぎ
を
募
集
す
る

0
7」
史
章
、
平
塚
市
少
年
少
女
一
遊
園
家
皇
襲
撃
山
一
球
場
、
輩
出
入

棋
は
段
。
級
位
)
を
記
入
の
う
一
な
お
、
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
一
マ
ラ
ソ
ン
大
会
(
今
年
度
は
一
一
一
月
一
向
ケ
丘
議
闘
絞
i
伊
勢
原
町
駅
了
加
盟
勝
石
田
光
子
(
毅
訪

ぇ、一

T
m平
塚
市
追
分

1
i時
短
一
産
業
ま
つ
り
へ
十
一
月
十
五
日

T
一
一
日
、
平
塚
競
技
場
で
富
一
一
)
に

社
会
館
(
電
話

T
一
一
一
一
一
ラ
一
二
一
七
日
@
克
聖
書
館
)
の
会
一
向
け
て
の
練
習
を
毎
年
行
っ
て

勺

…

場

に

展

示

さ

れ

る

ほ

か

、

鐙

秀

一

い

る

も

の

。

な

お

、

参

加

は

保

護

1
1
i
!
i
1
1
1
1
1
1
一
作
品
に
つ
い
て
は
箆
が
贈
ら
れ
一
者
の
承
諾
を
得
て
か
ら
お
申
し
込

市

民

合

唱

祭

の

一

る

。

ご

応

募

そ

。

一

み

を

。

メ

一

マ

部

門

、

経

費

(

叡

食

の

み

)

一

マ

期

日

出

場

盟

体

募

集

一

①

行

楽

弁

当

五

百

円

以

内

一

今

月

8
日
(
臼
)
午
前
語

一
②
幼
稚
遡
弁
当
二
百
円
以
内
一
小
学
5
年
生
午
前
日
以
時
小
学

ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
遼
一
③
中
高
生
弁
当
烈
百
円
以
内
一

6
年
生
・
中
学
生

一
③
勤
労
者
弁
当
限
百
円
以
内
一
・

1
月
町
四
日
(
臼
)
午
前
羽
時

一
③
シ
ル
バ
ー
弁
当
四
百
円
以
内
一
小
学
6
年
生
島
中
学
生
、
午
前
日
以

一
③
米
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料
理
一
一
時
小
学
5
年
生

制

限

な

し

一

マ

会

場

平

塚

競

技

場

マ
応
募
一
期
間
限

ω丹
市
品
門
口
(
木
)
一
マ
参
加
資
格
市
内
の
小
学
5
年

門

V

作
品
の
搬
入
口
汚
羽
田
(
金
)
一
生
1
中
学
生

午
前
一
松
町
5
U持
、
見
約
台
体
育
一
マ
競
技
種
百
小
学
生
男
子
一
一

銭
2
階

会

議

案

一

千

灯

、

同

女

子

一

千

M

州
、
中
学

応
募
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
一
生
男
子
一
一
一
千
同
州
、
問
女
子
二

名
、
年
齢
、
議
謡
醤
号
、
種
類
を
一
千
れ

記
入
し
、
平
山
平
塚
市
浅
間
同
町
9
一一
v申
込
期
間
間
以
月
8
臼
(
金
)

1
平

塚

市

禁

農

産

課

一

マ

申

込

先

見

附

毒

事

内

体

五

四

四

)

へ

。

一
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諜

(

電

話

訂

コ

一

O
六
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)

-m月
日
山
門
口
(
ホ
)
泊
料
吋
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
日
月
初
日
(
日
)
8
時
平
塚
市
野
球
協
会
秋
季
大
会

@
刊
川
月
幻
自
(
臼
)
8
待
相
撲
少
年
野
球
リ
i
グ
秋
季
大
会

-
U
月
1
日
1
2日
日
産
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
全
間
同
大
会

@
口
月
3
日
1
5日
神
奈
川
六
大
学
軟
式
野
球

e
U
同
月
初
日
(
日
)
8
碍
楽
し
む
野
球
秋
季
大
会

揺
日
月
日
日
5
3月
訪
日
ま
で
シ
ー
ズ
ン
オ
フ号

て
い
る

重患483雰

道
端
や
神
社
の
境
内
に
、
忘
れ
い
。
十
一
月
十
六
臼
に
テ
レ
ビ
神

ら
れ
た
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
立
っ
て
奈
川
で
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挟
ず
る
。

い
る
庚
申
(
と
う
し
ん
)
世
ロ
や
道
ヤ
放
映
日
円
以
月
お
臼
(
土
)
午

祖
神
、
お
地
議
さ
ん
。
こ
の
石
仏
前
日
時
必
分
1
(お
分
間
)

に
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人
々
の
様
々
な
願
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や
歴
守
番
組
こ
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は
神
奈
川

史
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
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「
秘
め
ら
れ
た
願
い
ご
と
平
塚

そ
こ
で
、
広
報
課
で
は
、
こ
の
石
仏
物
諮
り
い

よ
う
な
石
仏
の
歴
史
を
見
て
い
た
な
お
、
ピ
デ
オ
は
、
図
書
館
視

だ
こ
う
と
、
ピ
デ
オ
を
判
制
作
し
た
稼
党
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
も
貸
し
出

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
す
。

(5) 

議
。
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料
試
合

e

叩山同月刊山
B
(土
)
H
時
吋
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
?
ル
百
本
リ
ー
グ

・
一
四
月
幻
自
(
臼
)
日
以
昨
吋
刀

。
入
場
自
由

B
M
R
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(
土
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臼
本
マ
ス
タ
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水
泳
選
手
権
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日
(
日
)
9持

H
H

グ

神

奈

川

川

照

な

ぎ

な

た

大

会

H
H

西
湘
地
区
高
体
連
柔
道
大
会

H

H

H

弓
道
大
会

'
U
月
n
B
(火
)iu品
目
(
木
)
全
日
本
実
業
団
パ
ス
ケ

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

白
日
月
3
5
(白
)
9時
少
林
寺
拳
法
演
武
会

・
口
汚
4
臼
(
休
)
9待
問
E
高
体
連
新
人
卓
球
大
会

・
円
以
月
山
田
(
門
口
)
9時
体
操
競
技
・
新
体
操
演
技
会

午後品特30会~8 簿

一/レ

串 i五万法 電話かはがきで、 「守平壌市主主

町 3-)  地域づくり諜靖人行政推進主主当」

(電話21-7500) へ
男性もぜひご事加ください。

⑤幼児保育をご希望の方は、 11，Fj20臼附までに

申し込みを。

O~~話会体育費宮(電話31-3057)
・開溺tl墾呂 卓球、パドミントン、パスケッ

ト、軟式躍嘩 (~16時)、パレ (16時~)

月 28Eヨ(月)午後 1時 ~ 午 後 8碍

llJ'ill銭(丹)グ

く〉金銅公祭賞立体務貴重(電話31--21制

。金箔公民館体害事館(電話58---0101)

。神路公民館体害事費宮崎話出 0239)

・開雄理自 パレー(9 時~13時〉、パドミン

トン、卓球〈日時~16時〉、パスケット (16

時~即時〉、

. lDJ'i21滋(発)午新 9時 ~ 午 後 8待
。llFl4滋{月) I! 

• llJ寺181'1(男) 1/ 

環日月分の申し込み地日月 1日午前 9時から
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募
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入
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答
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こ
の
機
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に
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出
掛
け
を
。
一
購
入
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主
さ
れ
る
方
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、
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(
木
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1円以月
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一
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品
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形
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日
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意

費

一

主
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議
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背

官
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諜

文

化

財
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係
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内

線

工

パ

ン

主

義
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作

品

発

表

第
一
一
一
十
九
撃
塚
市
文
化
祭
が
一
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
「
一
日
一
暴
襲
門
事
の
と
お
り
五
時
1
午後
2
雲

分

、

主

公

一

室

}

一

L
M月
3
日

E

E

-

-八
)

へ

。

一

8
u
Z日
(
木
J

1

2

十
月
十
九
車
、
宇
一
月
一
言
ま
一
教
室
も
跨
か
れ
る
。
秋
の
ニ

o事
季

語

務

尚

一

議

室

一

マ

日

時

日

3
5
(祝
)

午

前

了

書

午

前

詩

占

持

、

ヱ

マ

頒

布

す

る

翌

日

露

…

(

火

)

れ出品川一円一昨日やお友達とお
J
h
雨
明
日
一
ト
ド
昨
日
二

f
f
L市一対話一出一一一一一一一日一行けい一一い

ご
ろ
の
芸
術
、
重
文
芸
活
一
・
会
場
中
央
公
民
館
2
階
市
民
一
。
語
大
会
問
月
初
臼
豆
一
が
関
か
れ
る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
言
語
費
五
百
円
一
事
前
ま
た
は
白
書
下
車
、
後
一
重
8
集
(
喜
久
保
護
第
4
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マ
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刊
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午
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蒋
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マ
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美
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裳

マ
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演
私
の
写
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館
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主同文せ月回

季語て百芝警
雪E真L察室
一つに自 主藍会
級、あ、 強で

事宣言5喜;
るの主主~三
。大意に十十

日主要併一八

定者世長
射て 信 三三
はいが件 件市
過る長、 、内

2 055皇室
来 のか 六 文

害 警撃 fモ詰
な りく市 は

小 言語舎文

人情色のTOKIO
稲妻りように

夜化粧

犬を館う武と

硝子の殺人者

樺の喪章

コラム百翼活

新文芸読本・萩原朔太郎

湾出芸書房新社

家族 e主主 j霊

赤}li次郎のばっくすでえじトーク

背 棄 の 友 社

格百江fふき

山 111健一

素敵に長生き

ライオンの昼寝

暮 ら し む びっくり知恵袋

揮者名香葉子

薬の飲み合わ せ が わ か る 本

摺美智子

役会科学@その他

次世代の原子力発電 秋山守

ソ連経模開館Zへの道 読売新聞社

※掲載した溜警は購入した図書の

部 n 詳しくは図書館本館にお尋ねを。

合還を見る重量 fJヲと;主主霊を気ょうJ
執の星座を鋼轄したり、月や土畏を望連離

で眺めてみる。事加自由

・ 日 時 四 月 18日(金) 18時~即時

・ 会 場 博 物 館 科学教室、畠上

すプラネタリウム@畿のーさ主

誕生した星がど申ように成長していくのか

そ見てみる。(-日月 2日}

官投事自 二乞轍日H時、器購臼11時."時

す軽乗主客機操作技術喜善愛会

日手 llFJ23日 (法二) ~~24[:3 (日)

。日時間 9時 -16時

会場図書鵡会議室

テキスト代 350円

ー用意コSる物援金、はさみ、筆記用具

ー申し込み 日月 13臼〈水)から関響輯 2鱈

視聴覚ライブラリーで受貯付ける

究開館時開

火~臼醸臼 9時-16時部分

(金寝自由み 費出撃と護参考霊は 9時-18時

50タミト)

合体鱒日 露週月嘱自、月末、特別整理期間

10月刊日----23日

合E語審鰭本盤

9254鵠間町12 抗 境警輩出 0415 

-親覧料 100円(当日む午前 9時から博物jffi

1階受付で発売。先着各86人〉

合体審議学務 f主義務を作ろうj

梨箱を作ったり、今まで小島たちが慎つ

いた巣箱を修理したりする。

-臼時日月四日{日) 13時~~16時

・会場博物舘科学教室

・定員 20人〈抽選〉

申し込み 10月25臼まで紀生揮はがきで

女秋葉書特別還要 f老若手のやの博物縁j

切手出関妻美に利用される博物錨資料のいく

つかを紹介する。

a 期間口月四日〈日) ~29日{金〉

・ 会 場 槽 物 館 特 別 展 示 室

合害害後長島コーナー f選撃ちしと主義務季語j

私たち自生活に揮いかかわりのある競さき物

を揖京。 (---10丹羽田}

合輯措時開

火~土瞳日 9時-21時30分

{日曜日のみ 9時-17時)

合体韓日 毎週月曜日、日月 5日

合膏少拝金館

Tぉヲ島区怒髭Jl2-41 警E言舌32---'1029

合ファミリー名重喜劇場

む拍丹26自{土) 14時 -16時、盤金重

「はだレむゲン第 2部 e 揮の場発」

「茅ヶ崎の民謡岨かつはのとっくりj アニメ

す験車吉会

~10月27自{臼) 10時・ 14時、蝿金璽

「駅前標説 92分、担当は関書舘

合ふれあいフェスティパル

青少年金轄を利用している毘体の発表会。

・期日 日月 2日(cた〉口時'''''''21時、 3日〈臼)

9時-17時

e 金場青少年金 錯、

事内容顕示舎〈油絵、水路、審道、花、糊

菩〉、ステージ尭妻美(合唱、軽音謀、パン問、

アトラクション、横撞h5措 か

す梅幸喜教室電

難朴で個性的な購き鞠を作ってみる。

・日曜日月16日{土〉押成、 30日{土}ゆ

が廿、 12月羽田{二七}引き誼し、購群

・時 酷 い ずれも油時-21時

・ 金 噛 膏 昔年金蝿集金輩

・定員青少年、 韓関人〈先蕃繍〉

.材料購
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@]費げる

覇 接 撞 方 法 市 民 病 院 。 共 済 病 院の

みで年間を通じて接種できる。接

種目は医師とご相読を

韓料金無料

罷探険証、母子韓康予離を持番

〈ブ〉

母様盤センター

中盤34 口電話34-0311

駅前パスターミナル 5番組中翠

経由日向開行また拡諏訪町経由市

民病院 行 f医績センター前j 下車

骨平埠保韓所

豊原町 2-21 笥話32-0130

駅前ハスターミブル 2番 締 葉 野

訳行!営林署前j下車

月2sa 午後 1 時30分~4 時

お産自選み方と産惜の過ごし方

呼吸法

月 7日 午前 9 時30分~ll時四分

蔀ちゃんのおふろ〔実習)、お兄さ

んもー輯紅どうぞ

購会場保韓センタ}

額主治窓の許可を得てからご害加を

調母子韓鹿手帳、筆記用具(念日韓

共通)、スラックス(8日と25臼入

手ふきタオル(18日と 7日〉、エプ

ロン、三角布 (188) を持番
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一
向
〕
て
施
設
検
出
直
子
宮
震
に
、
体
一
線
一
一
五
九
)
一
の
料
金
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
っ
一
(
邸
歳
、
山
田
き
で
矯
一
北
開
眼
鏡
三
万
四
千
円
ま
で

4

の

育

午

理

万

一

が

ん

、

乳

が

ん

…

一

た

。

一

③

生

活

保

護

受

給

者

で

①

、

②

に

了

コ

ン

タ

ク

ト

レ

ン

ズ

一

般

一

一

午
M
ト

欄

?

?

重

重

量

背

官

一

小

出

ん

マ

ヒ

生

ヮ

一

マ

対

象

者

一

準

ず

る

方

一

万

一

一

千

河

ま

で

剛
山
ih

附
一
向
山
一
(
火
)
聖
書
神
田
支
所
、
口
一
タ
チ
ン
の
投
与
一
①
老
人
保
健
一
括
の
窓
療
受
給
者
一
ヤ
助
成
実
施
期
日
平
成
3
年

f
v問
い
合
わ
せ
先
鍵
高
裁
老
人

1
ち
蔀
刊
の
か
一
月
1
日
(
念
日
本
た
ば
こ
産
業
一
一
(
ぬ
歳
以
上
お
よ
び
出
歳
以
上
で
一
月
1
日
以
降
に
白
内
障
の
手
術
を
一
医
療
担
当
(
内
線
二
五
六
)

3
t醐

)
相
一
体
育
セ
ン
タ
ー
、
は
月
初
日
一
市
言
、
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
一
一
定
の
障
害
等
書
っ
て
い
る
一
受
け
た
万
一

?
ん
憩
也
浩
賢
一
(
木
)
滋
問
農
協
登
阪
支
所
、
ロ
一
ン
の
集
窃
投
与
が
受
け
ら
れ
な
か
一

糊

m
Z
Z計
一

月

8

臼

(

日

)

芝

宮

ふ

れ

あ

い

…

っ

た

託

幼

児

書

君

、

市

長

一

一

方

③

平

成

2

年

度

以

前

の

国

民

一

呼

吸

器

霧

環

器

③

消

化

器

婦で
Z
悶
妊
昼
間
…
一
セ
ン
タ
ー
、

l
z
g
(ホ
)
潟
…
時
間
で
投
与
L

号
っ
。
一
愚
氏
健
康
保
険
一
健
康
保
設
税
を
す
べ
て
納
め
て
い
一
⑤
…
霊
祭
③
瞥
(
じ
ん
)
機
能

j

]

Z

一
南
農
協
大
野
支
?
月
号
一
マ
日

5
2互
主

の

人

間

ド

ッ

ク

一

芸

房

審

:

糖

尿

病

生

生

警

警

妊

一

(

全

保

健

セ

ン

タ

ー

2

月

5

三

時

1

2

時

一

一

マ

受

診

で

き

る

人

数

加

入

(

始

一

富

液

⑬

審

⑬

乳

房

抑

制

繍

譲

〉

時

弘

一

日

(

水

)

望

書

大

野

支

所

、

一

マ

料

金

喜

一

市

で

は

震

健

康

保

険

に

加

入

一

選

)

す

申

請

期

限

吉

宮

(

金

)

~
~
畿
燥
機
方
4
し
一
2
丹
治
日
(
土
)
保
健
セ
ン
タ
ー
一
申
し
込
み
は
U
R
8
日
(
金
)
一
レ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
今
年
度
一
マ
受
診
機
関
と
自
己
資
お
綴
一
受
診
を
議
畑
聾
さ
れ
る
方
は
、
申

出
鱒
鱗
ど
配
一
課
た
だ
し
、
背
昔
、
芦
お
一
ま
で
に
市
民
震
(
篭
言
。
一
か
ら
入
管
y
ク
健
康
診
断
案
一
平
塚
共
済
病
院
(
一
万
七
千
五
…
蓄
(
各
地
点
公
廷
館
、
ひ
ら
つ

問
問
機
騒
詰
目
玉
、
1
月
習
、
2
月
5
8
は
、
一
三
五
)
へ
。
一
施
し
て
い
る
。
お
申
し
込
み
を
。
一
百
十
段
、
市
民
病
院
(
二
万
一
一
一
か
ス
カ
イ
ブ
一
手
、
保
険
童
福
開

年
年
織
機
燃
か
口
密
一
出
向
が
ん
、
大
間
腕
が
ん
の
み
実
施
一
?
一
マ
受
診
で
き
る
方
平
塚
市
間
四
国
民
一
千
三
百
一
門
)
一
に
あ
る
)
を
一
保
険
年
金
談
給
付
係

Z
欝

欄

見

制

…

マ

申

込

方

法

一

ほ

け

老

人

分

…

健

康

保

殺

に

加

入

し

、

か

つ

次

の

一

マ

警

項

毘

③

身

体

部

定

②

…

(

喜

一

一

塁

へ

。

出
別
離
鞠

f
同
一
一
襲
撃
}
指
定
申
込
欝
一
議
の
つ
ど
い
一
要
件
を
満
た
す
方
(
1
世
帯
1
人
)

山

田

諮

問

機

欄

川

瀬

一

(

市

役

所

、

保

健

セ

ン

タ

ー

、

各

一

一

安

全

日

年

4

日

付

2

日

3

昭

和

幻

三
畿
覆
計
三
公
民
館
に
あ
る
)
主
は
、
は
が
一
議
日
首
ロ
尽
き
、
口
一
年
会
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

J
e
o

一
ぎ
に
品
伸
一
望
す
る
検
診
名
、
伐
所
、
一
月
訪
日
(
金
)
、
1
月
凶
日
一
③
平
成
2
年
A

毎
月
1
日
以
翁
か
ら

潤
引
生
生
牛
一
生
生
生
生
一
氏
名
、
生
年
月
日
、
篭
謡
番
等
、
一
(
火
)
、
2
月
7
日
(
金
)
一
引
き
続
き
保
険
に
加
入
し
て
い
る

品

吉

川

日

目

H

日
巴
日
日
一

輩
出
回
目
白
山
加
計
四
一
t
i
-
-
!
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
i
i
j
i
j
i
-
-
i
i
i
j
i
t
i
l
l
-
-
-

ュ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

t
-
u
i
j
不
用
品
登
録
槽
宮
、
地
域
コ
く
り
ド
、
ベ
ピ
}
サ
ー
ク
ル
、
ベ
ピ
!
カ

時

即

刊

日

山

山

口

一

二

い

一

縁

切

~

「

i
ふ
胤
グ
課
市
民
生
活
保
(
内
綿
一
一
六
一
一
一
)
へ
。
ー
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
男
子
衣
類

二

主

ヨ

リ

問

問

問

問

一

玖

ロ

的

思

議

り

た

い

鞠

学

生

服

(

身

長

出

向

ノ

(

身

長

期

3

同

三

、

布

製

ソ

フ

ァ

時

ン

本

什

年

年

年

]

今

蛭

年

年

一

等

ー

パ

ヘ

ザ

総

4

h

w

M
州
)
マ
マ
コ
I
K
、
雫
車
問
子
供
い
1
、
一
一
段
ベ
y
ド
、
横
長
机
、
受

1
セ
離
シ
3
3
3
児
2
2
2
2
に
/
ト
ム
ト
人
す
、
電
気
こ
た
つ
、
篭
気
ス
ト
ー
ブ
、
題
、
海
外
旅
行
用
カ
パ
ン
、
ぶ
ら
さ
日

後

韓

チ

フ

月

一

午
保
麗
ブ
児
日
日
日
か
日
日
日
1
日
一
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
問
い
合
わ
せ
ス
テ
レ
オ
、
竜
子
ピ
ア
ノ
、
ル
ム
ラ
り
僅
康
器
、
女
性
用
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、

瞳
歯
事
月
6
m
U
6
5
円
以
日
間
見

7
一
が
増
え
て
い
る
。
お
問
い
合
わ
せ
を
い
ン
ナ
1
、
エ
レ
ク
ト
!
ン
、
町
民
パ
イ
太
人
用
自
転
章
、
男
子
朗
自
転
車

鮒

繍

T
L
M
M山
間
一

3
M
M珠
山
一
定
い
た
と
き
に
は
現
に
決
ま
っ
て
い
ク
、
羽
毛
警
ぶ
と
ん
三
、
電
動
ミ
シ
ン
ー

難
関
親
{
@
，
@
[
'
キ
{
る
物
も
あ
る
の
で
、
ご
了
最
を
。
〈
〉
翻
っ
て
ほ
し
い
鞠
ベ
ピ
i
ベ
ツ

翻第 l期対象は 3か月以と 4購求

満の乳幼児。 3週間から 8週間の

間関で 3ku受ける

盟第 2期第 1期の 3国自の接種目

から i年以 1-:.1年 6か月以内に 1

回受げる。 5議 6か月に達するま

で受けられるが、 4歳までに終了

することが望ましい

韓開業医、病院で接揮を。接掩日は

原師とご相説認を

輯料金無料

額保融証、母子健鹿手帳を持参

コ也

アニメ覇支平

堀江奨都子と…織に t t t 

llJ'i 30 B (土}午後 2時開演

<t'尖公民豊富ホール

く>1部 アニメ映画「ひみつのアッコちゃんj

<)2部アニメ主緩歌

- ひ み つ の ア ッ コ ち ゃ ん

事ドラえもん

・わたしのあしながおじさん

入場;jJ< 10月 22日(火)から市内各公民館で入

場薬理券を配布。先着踊なので阜めにお受け

取りを。

用品規(緩替揖羽〕

q::覇者百草寺30王子
言語三更の場合は守 10，ヨ(滋}

。葬祭会場新 霊護衛券

。コース 茜干高寺←神a寺郷草 壁神社

土安繍八嬬神社{大島} 工E箔寺

十輪寺-~笹害事寺一八繕神社かj、鍋島〕

興調j寺 静 心 寺 索 紛 神 社

e 務脅 するもの弁当、水矯

罪暗い脅わせ 社会教育霊祭文化財保護探

とこき
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構
祉
に
関
す
る
講
習
合
が
福
祉
会

舘
で
開
か
れ
る
。
希
望
さ
れ
る
方
は

平
場
市
社
会
櫨
祉
協
議
会
(
車
謡
日

1
1
一
一
三
三
三
)
に
お
申
し
込
み
を
。

{
手
話
入
門
講
饗
金
}

マ
臼
糧
刊
月
却
日
F
6
3
U
月
訂
日
の

毎
週
水
曜
日
、
全
5
回

・
時
間
午
母
6
時
却
分
1
8時
油

分マ
定
員
初
人
(
先
着
膿
)

{
拡
大
開
閉
轄
縁
護
金
}

マ
日
韓
日
月
日
臼

5
出
自
の
毎
週

火
種
目
、
全
3
回

・
時
間
午
前
日
時
i
u時

マ
定
員
四
人
(
先
着
順
)

露五毒事

平
壇
長
牛
語
山
-
ア
イ
ケ
ア
i
セ
ン
タ

ー
で
は
、
老
人
問
題
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
映
画
の
つ
ど
い
を
開

/¥。マ
日
時
日
周
回
日
(
本
)
午
後
1

時
3
4時
泊
分

マ
会
場
中
央
公
民
舘
大
ホ
!
ル

マ
内
容
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ぽ
け
老

今
年
の
四
月
か

ら
牛
乳
ハ
ッ
ク
の

収
集
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
牛

科
ハ
ッ
ク
は
一
浪
費
の
パ
ル
プ
が

使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
資
源
化

ず
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と

患
い
ま
す
。

収
集
が
始
ま
っ
て
一
半
年
た
ち

ま
す
が
、
収
集
量
は
ど
の
く
ら

い
に
は
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
私
た
ち
の
出
し
た
牛
乳

パ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
ジ
サ
J

ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

もい
N

。(
害
時
竹
之
内
溝
手
さ
ん
)

地
球
の
美
し
い

緑

量

り

あ

る

資牛

重喜483脅

労
骨
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
は
、
労
揖
保
障
(
雇
用
保
輪
、

労
担
保
憤
)
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
今
月
は
労
働
保
積
適
用

促
進
月
間
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い

事
業
主
の
万
は
す
ぐ
に
手
続
ぎ
を
。

詳
し
く
は
、
平
塚
労
働
基
準
監
督
署

(
電
話
担

i
四
六

0
0
)
へ。

女

の

フ

ヱ

ス

テ

ィ

パ

ん

一

県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
で

は
、
か
な
が
わ
女
の
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ

ル
引
を
開
く
。

マ
期
日
日
月
9
日
(
上

)
3珂
臼

(
臼
)

マ
会
場
開
セ
ン
タ
ー
(
藤
沢
市
江

田
島

l
u
-
-
電
話
。
四
六
六

7
一
一
+
一
ご

1

2

J

一
一
二

守
主
な
催
し
物

'
9
日
(
土
)
午
前
日
時
3
日
時

映
画
「
マ
グ
ノ
ジ
ア
由
花
た
ち
」
、

午
桂
2
時
拍
分

5
3時
却
分
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
家
族
培
、
い
ま
ピ
ン
チ
?

そ
れ
と
も
チ
ャ
ン
ス
?
」

・
四
日
(
日
)
午
前
刊
時

1
午
控
3

時
却
分
か
な
が
わ
女
性
会
議
「
つ

く
り
出
そ
う
マ
イ
ラ
イ
フ
川
午
控

、号、ソ
集
し
ま
し
た
。

ζ
れ
は
原
木
に

換
算
す
る
と
、
八
百
一
一
一
十
六
本

が
切
ら
れ
ず
に
助
か
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

。
時
却
分
j
t
J
3
時
担
分
江
の
島
交

流
コ
ン
サ
ー
ト
「
潮
風
に
の
せ
て
」

一
交
換
機
の
変
更
工
事

N
T
T平
塚
支
居
で
は
、
日
月
日

日
(
水
)
午
前
1
時
か
ら
約

5
汁

問
、
「
白
・
担
'
話
e

U

抽
勾
詰
」
局

番
の
交
換
機
を
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
に

取
り
替
え
る
工
事
を
行
う
。
な
お
、

変
亙
工
事
中
は
電
語
の
利
用
が
で
き

な
く
な
る
。
詳
し
く
は
、
局
委
な
し

の
一
一
六
番
に
お
尋
ね
を
。

生
よ
み
処
理
器
を
斡
(
あ
っ
)
旋

す
る
。
ご
利
用
を
。

マ
日
時
日
月
9
日
(
土
)
午
後
1

時
担
分
3
3時

マ
会
場
市
役
所
新
館
前

マ
額
類
、
金
額

ゃ
据
え
置
き
型
百
三
十
円
山
一
千

百
円
、
吉
九
十
円
山
一
千
三
百
円

・
埋
め
込
み
型
百
七
十
川
町
一
一
千

四
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
理
壇
南
生
業
務

課
業
務
保
(
内
練
五
一
二

O
)

一
一
一
世
代
が
語
り
合
う
地
域
づ
く
り

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
湘
南
を
考
え
る

県
民
む
つ
ど
い
」
が
閣
か
れ
る
。

マ
ロ
時
日
月
日
目
(
上
)
午
捷
1

時
泊
分
1
4碍
却
分

牛
乳
パ
ッ
ク
は
ご
指
摘
の
と

お
り
良
質
の
パ
ル
プ
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
収
集
さ
れ

た
牛
乳
パ
ッ
ク
は
富
士
宮
出
市
に

あ
る
製
紙
工
場
に
選
ほ
れ
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
に
碍
生
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
出
さ

守
会
場
伊
勢
館
市
民
文
化
会
館

ヤ
内
容
「
ご
み
/
今
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
」
基
調
講
積
、
意

見
発
表
、
会
場
討
論

V
定
員
一
一
一
百
五
十
人

マ
申
込
先
湘
南
市
ば
行
政
セ
ン
タ

ー
県
民
課
(
電
話
回
一
一
七
一
一
内

練
二
二
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梗
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れ
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燥
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れ
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、
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ボ
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。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
擬
興

財
団
(
見
附
台
体
育
館
内

γ
電
話
詰

。一

O
二
)
へ
。

マ
ス
ポ
ー
ツ
揮
興
基
金
へ
却
す
吉
一
同
砂

谷
料
工
業
平
車
工
場
本
誌
部
五
千

円
、
日
本
サ
マ
ー
リ
ー
ク
実
行
委
員

会
…
万
五
千
円

あたたかい
社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
と
に
世
ね
れ

る
。
ご
協
均
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
均
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
)
へ
。

ヤ
社
合
福
祉
準
金
へ

z
b
r

ヨ
ジ
ャ

ズ
タ
ン
ス
ス
ボ
ソ
ト
五
万
四
不
自

白
五
十
四
月
、
制
時
間
テ
レ
ビ
実
行

委
員
会
一
二
万
五
千
円
、
ロ
人
会
e

閲
島
久
雄
各
一
千
円
、
平
駆
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
o
h
出
会
'
市
r
岡部ス一ア

;
シ
ョ
ン
ピ
ル
・
滝
V

愛
子
各
十

五
万
円
、
中
村
荷
車
Y
'
瀧
田
仕
山
花

各
五
千
円
、
リ
サ
イ
ク
ル
信
総
商
事

二
万
四
千
八
月
九
月
、
武
井
新
太

郎
町
・
金
丸
事
一
各
斗
万
円
、
東
京

電
力
平
塚
工
務
所
在
乃
九
百
五
L
T

九
円
、
高
砂
寄
料
工
業
平
塚
工
場

五
万
二
同
七
十
九
月
、
大
日
本
青
嵐

ハ
一
?
円
、
つ
く
し
看
謹
締
家
政

婦
紹
介
所
合
川
松
京
子
・
大
村
さ
と

じ
各
一
万
円
、
第
丹
生
命
俸
険
平

理
営
業
所
五
万
七
千
八
百
五
十

円
、
組
柏
会
十
六
万
三
千
六
百
一

き
円
、
小
情
水
ツ
ヤ
子
三
千
内
、
木

和
田
聖
謹
四
千
一
二
百
八
十
五
円
、
ャ

敬

九

六

0
年
度
花
水
小
学
校
同
窓
会

二
万
百
五
十
八
円

守
交
通
遺
児
へ
・
手
揮
帝
会
一
一

万
一
千
百
一
円
、
平
揮
市
交
通
安
全

協
会
一
二
万
円
、
平
塚
市
交
通
安
全

母
の
金
二
万
百
七
iv
七
門

ふ
鐙

a
r
q
qり
/
/
/
悔

姦
一
九
、
何
彰
横
路

y
h
dヘ
ム
ふ
融
和
/
朝
一

み

d
c
g
J

一

み
ど
り
基
金
は
、
結
化
自
体
白
助
一

成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
こ
協
力
を
。
一

問
い
合
わ
せ
は
、
公
盟
結
地
課
桔
一

政
棉
(
内
線
四
二
五
)
へ
。
一

マ
み
ど
り
基
金
へ
-
平
塚
市
ガ
ス
一

事
業
協
同
組
合
、
平
時
街
商
組
合
一

各
十
万
円

つ

敬称略

樹
木
を
斡
(
あ
っ
一
躍
し
て
い
一

る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
公
調
絹
地
謀
一

鵠
政
様
(
内
線
四
一
一
五

F

へ

。

一

な
お
、
樹
木
は
議
ら
れ
る
方
の
ご
一

家
患
に
あ
る
た
め
、
移
植
の
擦
の
費
一

聞
に
つ
い
て
は
譲
り
受
け
る
方
の
負

指
と
な
る
。
ご
了
永
を
。

り
お
譲
り
す
る
補
木
マ
ツ

7
ぷ

(
樹
高

5
3
m
w
v
U
、
マ
ギ
ー
木

(向
8
U
)
、
ツ
ゲ
合
一
一
ヰ
初
一
フ
・
£

ン
モ
ク
セ
イ
e

イ
チ
イ
ゲ
ッ
ケ
イ

ザ
J

ュ
各
2
本
(
向
2
Mい
)
、
カ
シ
ワ

ー
本
(
問
5
M
U

55h持51主主許2点議議 A Hf日Zz訂訂芸
品 4SG言35iSF霊場野獣 和市 民詰 昼
間予言民思議 認可 iiiphif
iilI112:TF議需品語訳iiるiitぞ;::
ζ量イ景蓮皇喜お4Z主主主 教務研究所(知5535-- 量五E52-z号室事き一言

H235主碍22守宮我壊するγちゃんそ55急モtl主主主肝

要iiijl;iiiiiiiiiii!;iiii;!iiii fi 
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(火)13時~15

時 30分紅谷パ

ールロド、

II月 9日(土)

l時~15時30 漣欝撃ぷて z ふ
分紅詩パーJレ / ~ 
ロード、 11月 10日〈臼) 10時~15時30分総合公鶴、

11f115日(金) 13時~15時30分紅谷パール口ード

oご協力ありがとうございました (9Jl) 
敬称時

三菱樹脂、平塚ライオンズクラブ、平塚なでしこ

ライオンズクラブ、平塚口-51ーアクトクラフ、平

塚しらさぎライオンズクラブ
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